
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 

・  思いやりの心を育てる第一歩は、挨拶と考え、自然な挨拶ができる子を育てるために様々な取

組を行っています。御家庭や地域の方々からも、子どもたちに声を掛けていただければ幸いです。 

・ 異なる学年同士が触れ合い、互いの思いを交流する活動を１年に４回行っています。 

活動の様子を学校からの便りやホームページで紹介しています。御覧いただき、御家庭や 

地域の話題にしてみてください。 

＜１・２年生では＞ 

○優しい心でみんなと協力し助け合うことができる。   

＜３・４年生では＞ 

○相手のことを思いやり、進んで親切にできる。   

＜５・６年生では＞ 

○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にできる。 

  

異学年交流活動を通

して、相手のことを思い

やる経験をさせていま

す。チャレンジ種目で、

低学年の子がつまよう

じを積む様子を見守る

高学年の姿には、年下の

子への温かな思いやり

の気持ちが感じられま

す。 

おねえさんが、や

さしくしてくれた

り、おしえてくれた

りしたからたのしか

った。（1年生） 

 １年生の子が喜ん

でくれたので、頑張

ってよかったと思い

ました。（6年生） 

相手のことを思いやり、どんな人とも仲良く助け合う子を育てます。 

  

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

「ふれあいチャレンジ大会」 


